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Lab	  on	  a	  Chipもしくはmicro	  Total	  Analysis	  Systems	  (μTAS)は、これまでバ
ルクスケールで行われてきた混合や反応、分離、検出といった化学・生
化学分析に必要とされる要素を、ひとつのチップ上で実現する技術であ
る。これまで、ナノテクノロジーの発展と相まって、緻密で精細な構造体
を作製して化学・生化学分析に応用することで、ナノ空間でのみ発現す
る新しい物理法則に基づいた分析化学手法の開発が行われてきた。こ
のような「ナノメートルスケール」での分析化学とともに、さらに最近では
Organ	  on	  a	  Chipとよばれるヒトの臓器の機能をチップ上で再現して創薬
スクリーニングに用いるといった「ミリメートルスケール」の分析化学まで、
幅広い分野で研究が展開されている。本公演では、このような「ナノメー
トル」から「ミリメートル」に至る様々な生物（生命）の構成階層における
分析化学手法の開発状況と、そこから見えてくる生物の姿について、
我々の最新の研究成果を紹介する。	  


